
不審者対応訓練 
 ６月２日（木）６校時，徳之島警察署生活安全 

課の上床雄史郎さんと花徳駐在所の川越志音さん

を講師として招聘し，不審者対応訓練を実施しま 

した。授業中の２年生教室に不審者が侵入すると 

いう設定で実施しました。最初に気付いた教師が 

不審者に対応し，その間に，生徒たちは別の教室

に移動し，教師の指示に従って落ち着いて非常階

段から避難することができました。 

訓練終了後に，多目的ホールに全員集まって，

さすまたの効果的な利用方法やいざという時の護

身術，普段から繰り返し指導されている「いかの

おすし」の励行等について，丁寧に御指導をいた

だきました。学校内だけではなく，出かけた先な

どでも不審者に遭遇することが考えられます。い

ざという時に，今回の学習で学んだことをしっか

りと生かし，自分の身(命)を守ってほしいです。 

 

 

高等学校説明会 
 ６月14日（火）５～６校時，全生徒，保護

者を対象とした高等学校説明会を実施しま

した。生徒及び保護者への事前アンケート結

果にもとづいて，鹿児島高等学校，鹿児島実

業高等学校，徳之島高等学校，樟南第二高等

学校の４校の先生方が来校され，説明してい

ただきました。それぞれの高等学校の学科・

コースの特色や生徒の進学先，学校行事や部

活動など，熱意ある話に真剣に耳を傾けてい

ました。とても充実した時間であり，進路を

考える上でもたいへん参考になりました。 

 

一斉清掃作業 
 新型コロナ感染拡大に伴い，５月から延期

された一斉清掃を６月19日(日)午前８時から

実施しました。児童・生徒，保護者・学校職

員で協力して，海岸や港周辺のゴミを拾った

り，漂着した流木等をまとめたりするなど，

地域の清掃に一生懸命取り組みました。作業

後は，海岸がとてもきれいになりました。 

 

 

 

徳之島町立山中学校学校だより  令和４年６月２９日 

 

 

 
 

 

          

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 
 

Shine【少人数の良さを生かす。生徒がきらり輝く教育】 

Area 【地域の人や自然を生かす。地域に根ざした学校】 

Never give up 【ひたむきに努力する教師と生徒】 

＜７ 月の主な行事＞ 
１日（金）小中合同学校保健委員会(兼家庭教育学級) 

３日（日）トライアスロンIN徳之島 

５日（火）海の幸学習（3～6校時）(予備日は6日) 

８日（金）英語スピーチ・弁論大会，学年ＰＴＡ 

９日（土）土曜授業(結い学習：３校時) 

12日（火）手々中学校との平和学習及び交流学習 

13日（火）第１回山校区児童生徒健全育成地区会議 

14日 (水) 学校運営協議会(学校評議員会)予定 

17日（日）ボランティア清掃              

18日（月）祝日 海の日 

19日（火）平和学習 

20日（水）１学期終業式(県総体推戴式・受賞伝達) 

     校内美化作業 

21日 (木) 夏季休業(～8/31) 

     水難事故防止強調期間 

     （～8/31） 

鹿児島高等学校 鹿児島実業高等学校 

徳之島高等学校 樟南第二高等学校 

自己マネジメント力（自己コントロールと自律） 

校長 舞田 裕二   

 昨年より 10日ほど早く梅雨が明け，暑い夏がやってきました。 

  ６月は，高校説明会や期末テスト等を実施し，校外では地区総体（6/9：水泳）が行われました。今後，

１学期末に向けて，水泳学習，海の幸学習，英語スピーチ・弁論大会等の行事を実施していきます。子ど

もたちには新型コロナウイルスや熱中症対策に基づいて，暑さに負けない学校生活を送らせたいです。 

 さて，期末テスト期間中の家庭学習強調週間に一人一人が目標を定め，その達成に向けて学習を進めて

きました。（授業中やそれ以外での補充・個別指導，計画的な家庭学習等）個々の取組に対して感じたこ

とをもとに，テスト直前の全校朝会で子どもたちにエールを込めて自己マネジメント力（自己コントロー

ル＝自律）についての話をしました。 

・ 自分を磨くためには労を惜しまない。（確実な取組が前進につながる。基本を大事にすることは，物事を考える基準 

「よりどころ」をもつこと。分からないや難しいのは何故か。それはよりどころがないからである。） 

・ 時間を大切にする。（人間には時間を感じ取るために心がある。そういった心を持っていなければ，時間はいくらあっ 

ても足りない。無為に過ぎてしまう。） 

・ 考えるよりまず行動（「向き不向きを考えるより前向きに」＝とにかくやる。これすなわち自己マネジメント力） 

人はとかく否定的に物事を考え，行動しないことがあります。始める前から不可能だと結論を出す。失

敗したくないので，できない理由を探す。逆を考えると，できる理由を探す人がいるでしょうか？ 

つべこべ考える間にやってみる。これもまた自己マネジメント力です。 

 

コミュニティ・スクール（CS:学校運営協議会を設置した学校） 

 中教審答申（H27.12），地教行法改正（H29.3）を受けて，「徳之島町のワレンキャ（子ども）の抱える課題の解

決，将来の夢の実現に向けた教育環境づくりに本町総ぐるみで取り組む～地域とともにある学校づくりを目指して

～」の目標が掲げられ，徳之島町コミュニティ・スクール（学校運営協議会を設置した学校）計画が示されました。 

 子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題が複雑化・多様化し，教育改革，地方創生の観点からも学校と地

域の連携・協働の重要性が指摘されています。 

【課題】・Society5.0  ・グローバル化  ・（生産年齢）人口減少  ・共生社会  ・児童虐待の増加 

・貧困問題の深刻化 ・地域社会のつながりや支え合いの希薄化  ・子どもたちの規範意識や社会性等の課題   

子どもや学校が抱える課題の解決，未来を担う子どもたちの豊かな成長のためには，社会総掛かりで教育の実現

が不可欠です。社会総掛かりで教育を実現する上で，これからの公立学校は「開かれた学校」から更に一歩踏み出

し，地域でどのような子どもたちを育てるのか，何を実現していくかという目標やビジョンを地域住民等と共有し，

地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」へと転換していくことが重要です。 

【学校運営協議会の主な３つの機能】 

○  校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。 

   ○  学校運営について，教育委員会または校長に意見を述べることができる。 

   ○  教職員の任用に関して，教育委員会規則に定める事項について，教育委員会に意見を述べることができる。 

今年度を移行期間とし，令和５年度からの本格実施を目指していきます。進捗状況については，今後お知らせし

ていきます。 


